
島 教  

●  不登校の指導・援助のキーパーソンは教師  

匡l際学院埼玉短期大学教技 金 子  保   

から、生活をあるがままにまかせるのではな  

く、子どもの心理を分析し、様々な人々の影  

響力を利用し、プログラム化するなどのシス  

テム療法、家族療法の利′明も研究され、効果  

をあげている。   

今後、学校は子どもを引き寄せる力を高め  

るとともに、心の居場所づくりのために教育  

上の配慮をすることが必要である。また、家  

庭は子どもを学校に向けて押し出す力を増す  

努力が必要である。しかし、保護者は指導・  

援助の専門家ではない。したがって教師は、  

様々な指導・授助の存り方について研修し、  

子どもに社会的体験をさせたり学習を援助し  

たりするなどの方法で、登校できる力や心情  

を育ててやることが必要である。このような  

ことから適応指導学級も設置されている。ま  

た、悩みを持っている子どもに、ただ「相談  

に来いよ」と言っても、相互の信頼関係がな  

ければ子どもは来ないものである。大切なこ  

とは、H常の接し方の工夫であり、カウンセ  

リング・マインドをベースとした学級緑営で  

ある。   

今こそ教師には、子どもや保護者への指  

導・接助のキーパーソンとしての役割が求め  

られている。  

教育相談は子どもの悩みや  

困難の解決への指導・援肋である。種々の悩  

みや困雉に対して効果的な指導・援助が必要  

であるが、近年増加傾向にある不登校への指  

導・援助は効果的に機能しているとは言い難  

い。   

子どもの凶難の解決への指導・援助として、  

各種の心理療法、カウンセリングなどが考え  

られている。特に、不登校に対しての指導・  

援助は、登校刺激を与えない、本人に生活の  

すべてをまかせるなど来談者中心法が学校、  

相談機関で主に行われていた。このノJ▲法が導  

入された昭和40年代には効果をあげていたが、  

近年、指導・援助の期間が大変長くなり、登  

校できないままに卒業期を迎えてしまう事例  

が多くなっており、学校への復帰に関しては、  

必ずしも望ましいものであるとは言えない。  

特に情緒混乱の型阜（十文部省の登校拒否分  

類」による）にその傾向が著しい。   

現在、不発校の指導・援助には、行動療法、  

サイコドラマ的方法、社会的トレーニング  

（集団自然体験）、箱庭療法、指示的カウンセ  

リングなど種々のものが利用されている。ま  

た、子どもは、保護者、級■友、近所の友人、  

教師などに大きく影響される存在であること  
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「学校に行きたくない」と思う児童の意識  

一日常生活における児童の不安・緊張に視点を当てて一  

広島市教育センター指導主事 三 原 裕 隆  

指導主事 中 尾 秀 行   

児童が不登校の状態にならないようにする  

ためには、早期にその兆候を発見して適切に  

援助することが大切である。   

この研究では、その兆候を探るために日常  

生活における児童の不安・緊張に視点を当て、  

「学校に行きたくない」という意識と不安・  

緊張との関係を考察する中で、不登校を未然  

に防ぐ援助について考えてみた。  

学校1，3，6年生（211人）の児童に対し  

て、「あなたが不安になったり緊張したりす  

るのはどんなときですか」という質問で自由  

に記述させた。結果は、学校生括に関する内  

容がほとんどであり、中でも、「発表すると  

き」「テストをするとき」など学習場面での  

記述が多い（表1）。やはり、学校生括は精  

神的な面で児童に大きな影響を与えている。  
●   

1 不安・緊張とは  表1 不安になったり緊張したりする場面  

（複数回答）  

不安 将来の不幸・失敗・破局の予感   

テストで悪い点をとって、保護者に叱られ  

るのではないかという予感、この次には、本  

読みが自分にまわってきて読みまちがえて恥  

をかきそうだという予感などが不安である。   

緊張  ほとんど注意集中の状態であり  

エネルギーが一ノブー向に集中して  

いる状態  

人前で発表するときや、試合のときなどに  

緊張することがある。適度な緊張は、学習や  

運動、仕事などを行うときには必要なもので  

あるが、それも度を過ぎると人にストレスを  

与えることになる。   

日常生活において、不安や緊張を感じるこ  

とは誰もが経験することであるが、それが人  

の耐え得る限界を越えたり、長期に与えられ  

たりしたときは、不適応行動を引き起こしや  

すくなる。  

3「学校に行きたくない」と思う児童の意識   

小学校1～6年生（911人）の児童を対象  

とした意識調査から、登校はしているものの  

「学校に行きたくない」と思っている児童の  

意識を探ってみる。   

図1は、「学校に行きたくない」と答えた  

児童（消極的登校群）と「サ校に行きたくな  

2 日常生活における児童の不安・緊張   

児童の不安・緊張の場面を知るために、小  
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いと思わない」と答えた児童（積極的登校  

群）の意識を比較したものである。  

4 「学校に行きたくない」と思う児童の教  

師への意識  

「先生は話をよく聞いてくれる」〔受容〕の  

項目で分かるように、消極的登校群は積棒的  

登校群に比べて、受容されていないという意  

識をもっている（図2）。「学校に行きたくな  

い」と思う児童に対しては、教師は受容的に  

かかわることが大切であると考えられる。  

項  「1  

l授業（勉掛が楽Lい  

す2日こ懐手へよく行く  

3 総和〕とき笑i）れないかじ、配する   

4 テストをするとき緊張する  
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10仲間はずれにされる  
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12ト：」分か了っ友達を誘って遊ぶ  
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性 ：：ィ」二ごニ≡ニミ1二．ニ：云‡J三二証   

安 

21吏て，人∴なると不てある  

行22裾批湘二ことごよノ㍑  

動23J十王いニヒ且・1たことは〒う  

…・・・持性的射潤一冊刷封捕   
＼＝33ご N＝】28  

図2 教師への意識  

5 終わりに   

学校に行きたくないと思っている児童は、  

ほんのちょっとしたきっかけで登校できなく  

なることがある。不登校を未然に防ぐために  

は、次のようなことに留意する必要がある。  

○ 教師は、日々様々な角度から児童を観察   

し、不登校の兆候を見逃さないようにする。  

〔1二教師が援助する際には、児童の話をじ っ   

くり聴き、気持ちを受け入れるような受容   

的な態度で接する。  

○ 児童の情緒の安定を図るために、児童相   

互の信頼関係づくりを重視した学級経営を   

行う。】   

これらの援助によって、児童は精神的に安  

定し、登校への意欲を高めるのではないだろ  

うか。  

・・・・・・射細別潤一汗他自鵠弼潤   
1こ33ご ＼＝128  

図1 積極的登校群と消極的登校群の意識   

2群の比較から、消極的登校群の特徴をあ  

げてみる。  

消極的登校群の特徴   

・授業（勉強）が楽しくない  

・仲間はずれにされる  

・友達からいじわるをされる  

・登校する臼の朝、腹痛や頭痛がある  

・発表するとき笑われないかと心配する  

・気になることがあり、夜眠れない  

・一人で遊ぶ方が好き   

これらは、不登校につながる前兆ととらえ  

ることもできるので、児童を観察する際のポ  

イントとなる。「学校に行きたくない」とい  

う意識の背景には、学習や友達関係などに関  

する問題が存在している。  

平成5年広島市教育センター研究紀要第13号  

から   
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単元のねらいにせまらせる表現活動  

一生活科における表現活動を生かした学習指導の在り方に関する研究から－   

Jム島市教育センター指尊手車 木 村 正 信   

ものである。十分な時間を取り自由に遊ばせ  

ることが大切である。この指導では、十分に  

カニと遊ばせた後、「お医者さんになって、  

カニの健康診断をしよう」と呼びかけ、観察  

力ード（同）を用いた表現活動に移っている。   

ここでの表現活動の役割は、実体験での各  

児童のカニの個性的な′受け止めを一過性のも  

のにとどめず意識化させることである。その  

ため、発見したことや感じたことを自由に表  

現できる「書く」活動が取り入れられている二  

生活科における表現活動は、学習の中で実  

体験したことの様子や自分の考えなどを、言  

葉、絵、動作、劇化などで表現する学習活動  

である。この表現活動は、単元の指導過程で  

の位置付けによって学習を動機付けたり、単  

元のねらいにせまらせたり、成就感を味わわ  

せ自信を深めさせたりするなどの人切な役割  

をもっている。ここでは、「自分と自然との  

かかわり」に関する単元例から、単元のねら  

いにせまらせる表現活動の方法や工夫につい  

て述べる。  

●   

＿。．，．叩 l・・・■も‘  完．・  1 指導計画と表現活動   

表は、単元のねらいと指導計画である。単  

元のねらいにせまらせるために、4つの活動  

や体験と表硯活動を指導計画の中に一体的に  

位置付けている。  

表 指導計画  

1 祖元れ「′卜き物広場を作ろう  

2 対 象」ノこ高「千丁、‡一言り、学校 第2′、デ’隼l三三＝男」■・Hγ女」’・21名計35㌢】  

3単九打）ねらい  

身近にいる牛．き物を育てることを通して、それらの変化や  

l先長の横丁一にl呈」心宣もたせ、牛封加＝l分たちと1＝＝二よノ’）に  

′卜J†をもち成長Lていることに1t什き、吊肌二すヱ、二とがで  

きるようユニする 
り析導計画  

介 アオナガニのしんたいけんさ暮やって，上川トったことtくわしく●いてみ暮し▲う．  

・の  
太か さ／二 さら 邑足  邑  轡彗蒜・4（蘭   

ロか の／二 ⊥・ う手  L－、（J・。くとつ今なっ7′：水〃′メカ、で  
作やい一うでく読ノ：毛ラよ： 

い  

「よそう n  

国 観察力ード   

カードの内容は、次の点で二1二夫されている。  

こ壬カー ド名によりカニを児童の生首古にかか  

わった身近なものにしている。〔㌢カニの特徴  

を五感を通してとらえさせる項目を設けてい  

る。郭自分とカニとのかかわりを閃し、かけて  

いる。 カードの記述より、児童がカニを細  

かく観察し、愛着や愛情をもってかかわって  

いることが分かる：〕   

このように単元の中心となる実体験と一体  

となった表現活動を適切に指導計画に位置付  

け、内容を－1二夫することで、単元のねらいに  

せまらせることができる。  

平成5年広島市教育センター研究紀要第13号  

から  

情 岨r 十′ 什．順  
り二 ‖ゝ．恨  

近くの川でカニを  
採取する  

表 現iLl  た用高風の㍑割  

第1次  

乍習の深化  
ねらいにせまニ，せる  

新たな課題の発見  

振りj昼；ノ  

第2二大 カニと遊ぷ  観察力ートキ吾∵  

′ト㌢物龍夫公ハ準∴絵を描く、祁」「・て  
第3次   

第4次  

備を丁る  を作るなと  

生き物発表会をす 党友する、絵日記  

る  を苦（  

√芦ナJとし＿てn定届  

次項J．働への首欲化  

2 活動と表現活動の実際   

第2次が単元のねらいにせまらせるための  

中心的な活動である。活動と表現活動の実際   
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教材・教具の開発と活用   
一理科の学習指導を通して－  

リこ白市教育センター指導i二事 松 浦 俊 雄   

きの原因となる「しきい」とよべるものが見  

えてきます。この「しきい」をどのようにし  

たら解消できるかを考えることが、教材・教  

具の具体化につながります。  

教材・教具を具体化する   

以上述べたことを通して、生徒にとってど  

のような教材・教具が本当に必要なのかが明  

らかになってきます。すると、身の回i）にあ  

る教材・教具が学習指導に生かせるものかど  

うかも分かってきます。そのままでは十分に  

活用できないとなれば、何らかのL夫・改善  

を加えることになります。このような小さな  

⊥夫・改善を積み束ねることが、指導目標を  

踏まえた新たな教材・教具の開発につながり  

ます。その際、できるだけ身近な材料を使い、  

単純な機構で、大型なものから始めるとよい  

でしょう。   

さらに、開発された教材・教具は必ず授業  

実践によってその有効性が検証されることが  

必要です。  

教師自らが開発した教材・教具を授業に用  

いることによって、生徒の学習内容に対する  

興味や関心を高めることができます。これは  

また、生徒に学習内容をより深く理解させる  

ことにもつながります。   

では、教材■教具を開発し活用するために  

はどのようなことに留意すればよいのでしょ  

うか。そのポイントを教材・教具の開発の手  

順にそって考えてみることにします。  

指導目標を明確にする   

教材・教具を開発するうえで何よりも大切  

なことは、教師自らが指導する内容について  

明確な目標をもつことです。指導すべき目標  

がはっきりとしていなければ、どのような教  

材・教具が必要であるのかを考えることはで  

きませんし、不必要な教材・教具を無理に学  

習指導の中に持ち込んで、生徒に無用の混乱  

を与えることにもなl）かねません。教師には  

何よりもまず、指導目標を明確にすることが  

求められます。  

指導過程を検討する   

指導目標を達成するためには、どのような  

知識・技能が必要とされ、それらがどのよう  

に関連し合っているのか、教科書で取り上げ  

られている観察や実験のねらいはどのような  

もので、指導方法はどのようにしたらよいの  

かなどについて検討します。このとき、年間  

指導計画で設定されている授業時数を十分考  

慮することが大切です。  

学習における「しきい」を見出す   

理科では、日常生活の常識が通用しないこ  

とを扱うことがよくあります。あるいは、自  

然の事物・硯象を数量的に取り扱うことが必  

要になることもあります。指導過程を検討す  

ると、そのような生徒にとって学習のつまず  

●  

卜
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国 教材・教具の開発の基本的手順   

これからの学習指導では、生徒の個性や能  

力に対応したきめ細かな学習指導が必要とさ  

れます。これを実現するための教材・教具の  

開発も、今後ますます重要となってきます。   
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教育セン タ ーひろば   

＊障吾児教育：鵜野里美教諭（長束小）   

研修逝目：自閉的傾向のある児童の衛動的   

行動の減少を図る指導に関する研究  

＊美術科教育：ケ出克則教諭（段原中）   

研修題目：主体的な鑑賞を導き出すための   

地域教材の開発  

＊技術・家庭科教育：内村孝幸教諭（落合中）   

研修題目：技術・家庭科における課題解決   

型の題材の開発に関する研究  

＊教育相談：小司博之教諭（高陽L】り   

研修題目：生徒の自己理解の深化をl冥lる開   

発的教育相談  

＊英語科教育：住田恒三教諭（安佐北高）   

研修題目：オーーラル・コミュニケーション   

Bの学習指導への一考察  

教育センターでは教育研究を進めるに当  

たって、次の先生方に研究協力員をお願いし  

ています 

平成5年度研究協力員  

一－  研究領域研究協力員氏名  （園）名  

鞋十1粛ホノ、㌣校  

去伴小甘校  
た 束浄小学校  

郎  楠那小′王旦  
1こIi   ⊥Hふ軋小牛棺  

」’一   南純i‡▲′巨羊桂  

◆ 竺ソ▲教王二左遷  ●   政
篤
二
止
誓
雅
致
折
［
 
 

斉 藤  
J、「ト  

井 板  
＝ 峠  

技術・家庭  荻 判∵  也   小ム小学校  
洋   什L」lい学校  軋牲」L」嚢谷J  

山 岡 真買二・よ  仏町幼稚園  
財 浦 山美十上三束幼稚［貴l  

幼稚園教育   

障害児教育 障 友 田 i  
長 藤 謙 二  
岸 菜 煉JJk  

三 村」⊥埜  
島 本 裕 充  

附」′卜、jニ：校  

叶部南′巨■r校  

教
教
…
ノ
r
テ
 
 

人州111学校  

し二坦虻萱華  
安西小学校  

育
 
 
育
二
 
 
習
 
 

L空耳J’▲ト聖げ校                          J－l  本川小学杖  
丁品東小学杖  

l】j本小さ、f：校  

真亀小甘校  
fl山東小学校  
fl捕小ご一声校  

庄 原 手l  

浜 付 文 j′・  
∫丁ヲj 西  実  
に谷部1■i k  

・ 

指導  
r--i, 

性教育講座（豊かな人間性を育てる性教育）  ティーキンクノ  
斎 藤 隆  へ

、
”
 
 

川 本 敏 ウ‡  

f  

皿
十
 
 

麻
浴
利
春
典
 
 
 

原
村
浦
松
じ
 
 
 

澤
野
海
八
瀧
 
 

温品叶り：  

翠町・い学‡  造
範
 
 

」斐上申乍校  

汁口台中学校  
伴小学校  
上童束中√≠校  

落合l巨半枚  
清和中学校   

；ご：習指導  

（環境教育）  

林   政 成  
剋垣lノ、］   実  
松 U」利  工

多
 
 

題 字 広島市1ンニ長束小学校校k 佐藤 陽祐  

表紙絵 広島市立福木中学校教頭 濱田 昭法   今年度後期は次の先生方が、それぞれの専  

門分野で研修を進めておられます。  

＊生活科教育：吉村ひとみ教諭（丘東西小）   

研修題目：身近な社会とのかかわりを深め   

る生活科学習指導法の研究  

＊道徳教育：三吉勝彦教諭 ほ東小）   

研修題目：よりよく生きようとする意欲を   

高める道徳の時間の指導に関する研究  

年内も余日が少なくなり、あわただし  

くなってまいりました。   

今回は、平成4年度の教育センターの  

研究を中心に取り Lげました。指導の充  

実にご活用ください。  

侵二Ⅹ6－93044（3）  




